
琉球大学学術リポジトリ

組踊台本は如何にして筆写されてきたのか

言語: 

出版者: 琉球大学法文学部

公開日: 2013-05-09

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 大城, 學, Oshiro, Manabu

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/26015URL



台
本
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

は
じ
め
に

組
踊
の
ま
と
ま
っ
た
台
本
集
に
、
伊
波
普
猷
著
『
校
註
琉
球
戯
曲
集
』
（
一
九
二
九
・
昭
和
四
年
発
行
。
以
下
、
「
伊
波
本
」
と
い
う
）

が
あ
る
。
伊
波
本
は
、
一
八
三
八
年
の
冠
船
芸
能
（
同
年
が
戎
年
で
あ
っ
た
た
め
に
、
「
戎
の
冠
船
芸
能
」
と
称
す
る
こ
と
が
あ
る
）

の
台
本
を
掲
載
し
て
い
る
。
一
八
三
八
年
の
冠
船
芸
能
の
史
料
集
「
冠
船
躍
方
日
記
」
に
所
収
の
組
踊
演
目
と
、
伊
波
本
所
収
の
組
踊

〔
御
膳
進
上
〕

〔
末
吉
社
壇
遊
覧
（
冊
封
使
に
供
し
た
）
演
目
〕

義
臣
物
語
女
物
狂

銘
苅
子
忠
孝
婦
人
執
心
鐘
入
花
売
之
縁
巡
見
官
万
歳
敵
討
女
物
狂
護
佐
丸
敵
討

孝
行
之
巻
大
城
崩
忠
士
身
替
之
巻
義
臣
物
語
天
願
若
按
司
敵
討

〔
弁
ヶ
獄
遊
覧
（
冊
封
使
に
供
し
た
）
演
目
〕

〔
諸
宴
（
冊
封
使
に
供
し
た
）
演
目
〕

【
冠
船
躍
方
日
記
】

花
売
之
縁
万
歳
敵
討

組
踊
台
本
は
如
何
に
し
て
筆
写
さ
れ
て
き
た
の
か

女
物
狂

大
城
単
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護
佐
丸
敵
討
執
心
鐘
入
忠
士
身
替
の
巻
銘
苅
子
孝
行
之
巻
大
川
敵
討
大
城
崩
女
物
狂

手
水
の
縁
花
売
の
縁
万
歳
敵
討

一
八
三
八
年
の
冠
船
芸
能
で
上
演
さ
れ
た
演
目
は
三
十
八
番
で
、
重
複
を
整
理
す
る
と
二
十
一
番
と
な
る
。
伊
波
本
所
収
の
演
目
は
、

「
手
水
の
縁
」
以
外
は
一
八
三
八
年
の
冠
船
芸
能
で
上
演
さ
れ
た
演
目
と
重
な
っ
て
い
る
。
「
手
水
の
縁
」
は
一
八
六
六
年
の
冠
船
芸
能

で
、
冊
封
使
一
行
が
宿
泊
す
る
天
使
館
の
庭
に
特
設
さ
れ
た
舞
台
で
上
演
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
【
註
①
】

で
、
冊
牲

さ
て
、

【
伊
波
本
】

銘
苅
子
執
心
鐘
↓

〔
御
茶
屋
御
殿
で
の
演
目
〕

辺
戸
の
大
主
執
心
鐘
入
姉
妹
敵
討
銘
苅
子
本
部
大
主
孝
行
之
巻
束
辺
名
夜
討

〔
薩
摩
在
番
〈
大
和
衆
）
へ
供
し
た
演
目
〕

銘
苅
子
執
心
鐘
入
姉
妹
敵
討
義
臣
物
語
万
歳
敵
討
孝
行
之
巻

辺
戸
の
大
主
護
佐
丸
敵
討
久
志
の
若
按
司
姉
妹
敵
討
本
部
大
主
義
臣
物
語
大
川
敵
討

束
辺
名
夜
討

〔
前
略
〕
冠
船
渡
来
毎
に
首
里
王
府
で
編
墓
し
た
組
踊
本
即
ち
琉
球
戯
曲
集
の
テ
キ
ス
ト
は
、
五
六
種
も
あ
っ
た
が
、
今
遣
っ

て
ゐ
る
の
は
、
羽
地
本
と
小
禄
本
と
の
二
部
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
二
者
中
の
組
踊
を
比
較
し
て
み
る
と
、
外
題
や
台
詞
や
着
付

に
多
少
の
相
違
が
あ
り
、
前
者
（
筆
者
註
Ⅱ
羽
地
本
）
が
一
時
代
古
く
編
幕
さ
れ
た
だ
け
に
、
初
代
テ
キ
ス
ト
に
比
較
的
近
い

と
思
っ
た
の
で
、
底
本
と
し
て
は
、
県
立
沖
縄
図
書
館
所
蔵
の
同
書
を
採
用
し
、
小
禄
本
外
民
間
流
布
の
二
三
異
本
を
参
照
し

て
校
訂
す
る
こ
と
に
し
た
〔
後
略
〕
。

伊
波
本
の
凡
例
に
は
、
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た
と
え
ば
、
「
執
心
鐘
入
」
の
台
本
に
つ
い
て
、
一
八
三
八
年
の
冠
船
芸
能
の
台
本
を
典
拠
に
し
た
伊
波
本
と
、
一
九
二
五
（
大
正

十
四
）
年
三
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
真
境
名
安
興
に
よ
っ
て
『
琉
球
新
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
台
本
（
以
下
、
「
真
境
名
本
」
と
い
う
）
が
あ
る
。

伊
波
本
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
人
物
と
配
役
」
（
真
境
名
本
は
「
登
場
人
物
と
当
時
の
演
技
者
」
）
と
、
伊
波
本
の
「
着
付
」
（
真
境
名
本
は
「
演

技
者
の
服
装
」
）
は
、
両
本
と
も
一
致
し
て
い
る
が
、
詞
章
や
ト
書
き
に
若
干
の
異
同
が
あ
る
。
【
註
②
】

と
あ
る
・
伊
波
本
は
羽
地
本
を
底
本
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
伊
波
本
に
は
十
一
番
の
組
踊
台
本
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
凡
例
に
よ
る
と
、

そ
の
う
ち
「
女
物
狂
」
「
寓
歳
敵
討
」
「
手
水
の
縁
」
「
花
売
の
縁
」
の
四
番
に
つ
い
て
は
「
小
禄
本
外
民
間
流
布
の
二
三
異
本
」
に
よ

り
補
遺
と
し
て
載
録
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

羽
地
本
と
は
、
一
八
三
八
年
の
冠
船
芸
能
に
お
け
る
台
本
で
あ
り
、
小
禄
本
は
一
八
六
六
年
の
冠
船
芸
能
に
お
け
る
台
本
で
あ
る
。

県
立
沖
縄
図
書
館
の
『
郷
士
史
料
目
録
』
の
大
正
十
三
年
刊
の
第
一
版
に
よ
る
と
、
伊
波
が
い
う
よ
う
に
道
光
十
八
年
（
一
八
三
八
）

の
「
冠
船
躍
」
が
一
冊
と
あ
る
。
そ
し
て
、
昭
和
四
年
に
同
目
録
の
増
補
版
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
「
冠
船
躍
」
上
中
下

三
冊
、
同
治
六
年
（
一
八
六
六
）
と
あ
る
。
去
っ
た
沖
縄
戦
で
こ
れ
ら
の
貴
重
な
資
料
は
灰
嬬
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
が
、
ど
う
や
ら
こ

の
「
冠
船
躍
」
に
羽
地
本
と
小
禄
本
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

伊
波
本
の
凡
例
で
注
意
し
た
い
の
は
、
冠
船
芸
能
の
際
に
首
里
王
府
で
編
纂
し
た
組
踊
本
が
五
六
種
（
数
種
の
組
踊
台
本
）
用
意
さ

れ
て
い
た
が
、
伊
波
本
を
執
筆
し
た
と
き
に
は
羽
地
本
と
小
禄
本
の
二
本
が
あ
っ
た
。
こ
の
二
本
の
「
中
の
組
踊
を
比
較
し
て
み
る
と
、

外
題
や
台
詞
や
着
付
に
多
少
の
相
違
が
あ
」
っ
た
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
羽
地
本
と
小
禄
本
に
な
ぜ
相
違
が
あ
る
の
か
。

組
踊
は
台
本
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ
の
台
本
は
底
本
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
冠
船
芸
能
の
上
演
に

際
し
て
た
と
え
数
冊
の
台
本
を
用
意
す
る
に
し
て
も
、
忠
実
に
書
写
し
て
し
か
る
べ
な
の
に
、
ど
う
し
て
同
じ
年
に
上
演
す
る
台
本
の

詞
章
に
異
同
が
あ
る
の
か
。
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一
、
伊
波
本
の
頭
註
「
異
本
に
は
」
に
つ
い
て

伊
波
本
の
頭
注
に
、
詞
章
に
つ
い
て
「
異
本
に
は
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
三
十
九
箇
所
あ
る
。
煩
を
い
と
わ
ず
、
伊
波
本
と
田
島

本
を
対
応
さ
せ
な
が
ら
、
以
下
に
列
挙
し
て
み
る
。

と
ま
れ
、
伊
波
本
は
一
八
三
八
年
の
冠
船
芸
能
の
踊
番
組
を
中
心
に
、
十
一
番
の
組
踊
台
本
を
載
録
し
て
お
り
、
そ
の
台
本
の
典
拠

が
明
確
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
組
踊
演
者
お
よ
び
研
究
者
に
も
っ
と
も
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
伊
波
本
載
録
の
「
女
物
狂
」
（
玉
城
朝
薫
作
）
の
頭
註
に
「
異
本
に
は
」
と
記
さ
れ
て
、
他
の
組
踊
台
本
の
詞
章
を
紹

介
し
て
い
る
箇
所
が
三
十
九
あ
る
。
「
女
物
狂
」
の
諸
台
本
を
照
合
し
た
結
果
、
そ
の
う
ち
の
三
十
六
箇
所
が
田
島
利
三
郎
著
『
琉
球

文
学
研
究
』
（
一
九
二
四
・
大
正
十
三
年
発
行
。
以
下
、
「
田
島
本
」
と
い
う
）
載
録
台
本
の
詞
章
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

ま
た
、
ト
書
き
に
つ
い
て
も
伊
波
本
の
頭
注
の
欄
に
記
さ
れ
た
ト
書
き
が
十
四
箇
所
に
あ
っ
て
、
そ
の
う
ち
十
二
箇
所
の
ト
書
き
が
田

島
本
の
ト
書
き
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
記
述
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
伊
波
本
と
田
島
本
を
校
異
し
て
伊
波
本
の
位
置
づ

け
に
つ
い
て
述
べ
、
組
踊
台
本
（
写
本
）
が
ど
う
の
よ
う
に
し
て
筆
写
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

〔
伊
波
本
〕

ア
、
引
き
や
り
／
異
本
、
い
す
で

イ
、
売
や
り
／
異
本
、
行
き
や
り

ウ
、
う
ま
さ
物
／
異
本
、
ま
あ
さ
物

〔
田
島
本
〕

・
い
す
で

．
い
き
や
り

．
ま
あ
さ
物
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サ
、
こ
れ
／
異
本
、
ゑ
い
わ
ら
べ
ゑ
い
わ
ら
ベ

シ
、
う
ま
さ
物
／
異
本
、
ま
あ
さ
物

ス
、
た
う
ノ
、
、
立
て
／
、
。
／
異
本
「
思
た

こ
と
か
な
て
、
き
よ
ら
わ
ら
べ
盗
で
、
高

ど
し
る
売
や
り
、
取
ゆ
ら
と
め
ば
」

セ
、
終
り
の
二
句
、
異
本
に
は
無
い
（
子
の
詞

キ
、
そ
れ
か
ん
ぷ
し
／
異
本
、
早
作
田
節

ク
、
と
れ
ば
／
異
本
、
花
に

ヶ
、
下
の
二
句
（
そ
れ
か
ん
ぷ
し
）
／
異
本
「
わ

身
や
ど
し
と
ま
ひ
て
、
つ
れ
て
遊
ぶ
。
」

．
、
こ
の
詞
／
異
本
「
思
た
こ
と
か
な
て
、
願

た
こ
と
か
な
て
、
わ
ら
べ
も
の
い
声
の
あ

ゆ
ん
。
こ
の
仏
見
せ
て
、
わ
ら
べ
ひ
き
取

エ
、
楽
し
や
く
る
／
異
本
、
暮
し
や
く
る

オ
、
な
い
ら
ぬ
／
異
本
、
居
ら
ぬ

力
、
あ
図
た
う
と
／
異
本
、
弁
の
お
獄

ゆ
ん
。

ら
に
」

お
い
く
の
お
前

．
ゑ
い
童
ノ
、

．
ま
あ
さ
物

・
思
た
ご
と
か
な
て
、
き
よ
ら
わ
ら
く
い

す
で
、
た
か
ど
し
ろ
う
や
り
、
取
ゆ
ら

と
め
ば
。

・
早
作
田
ブ
シ

・
花
に

我
身
や
ど
し
と
ま
い
て
、
つ
れ
て
遊
ぶ

．
暮
し
や
く
る

・
を
ら
ん

・
弁
の
御
獄
の
お
い
く
の
御
前

・
思
た
ご
と
か
な
て
願
た
ご
と
か
な
て
、

わ
ら
べ
も
の
い
声
の
あ
よ
ん
。

こ
の
仏
見
せ
て
童
ひ
き
取
ら
に
。
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ト
、
「
ゑ
い
、
小
僧
。
分
別
を
し
や
う
ち
、
し

ば
て
置
か
う
や
」
異
本
に
「
ゑ
い
、
小

僧
、
無
理
に
し
ち
か
ら
や
、
ど
っ
と
か

ま
ら
し
や
ん
。
分
別
よ
し
ち
よ
て
、
盗
人

て
し
め
て
置
け
」

ナ
、
「
似
ち
よ
る
も
の
あ
ら
ば
」
以
下
、
異
本

異
本
「
書
付
の
あ
も
の
、
御
羽
書
の
あ
も

の
、
変
化
も
の
あ
ら
ば
、
変
化
者
よ
見
ら

ら
ば
、
縛
て
お
け
て
や
り
、
首
里
か
ら
の

章
／
慈
悲
よ
御
情
に
暫
し
休
ま
）

ソ
、
た
が
あ
／
異
本
、
た
る
が

タ
、
初
の
二
句
／
異
本
「
わ
身
や
首
里
か
ら

ど
や
ゆ
る
那
覇
か
ら
ど
や
ゆ
る
」

チ
、
宿
を
／
異
本
、
宿
よ

シ
、
に
く
い
も
の
よ
／
異
本
、
に
く
い
者
だ

テ
、
や
か
ら
も
の
よ
／
異
本
、
や
か
ら
も
の
・
や
か
ら
も
の
だ
や
く
る

だ
や
く
る

や
く
る

・
田
島
本
に
こ
の
詞
章
ナ
シ

・
誰
が

・
我
身
や
首
里
か
ら
ど
や
ゆ
る
、

那
覇
か
ら
ど
や
ゆ
る

・
宿
よ

．
憎
い
も
の
だ
や
く
る

・
ゑ
い
小
僧
、
無
理
に
し
ち
か
ら
や

ど
っ
と
か
ま
ら
し
や
ん
、

分
別
よ
し
ち
よ
て

盗
人
責
め
て
お
け
。

・
書
付
の
あ
も
の
、
御
羽
書
の
あ
も
の
、

変
化
も
の
魁
を
ら
ば
、
変
化
者
よ
見
ら

ば
、
縛
て
お
け
て
や
り
、
首
里
か
ら
の
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ヌ
、
い
や
／
異
本
に
「
い
や
／
、

「
盗
人
」
と
い
ふ
語
が
あ
る

ネ
、
置
き
な
げ
な
男
〆
異
本
に
唾

げ
な
の
下
に
「
男
」
が
な
』

ノ
、
こ
れ
や
か
ら
起
す
／
異
本
、

「
我
身
」
に
な
っ
て
ゐ
る
。

上
、
（
耳
の
根
よ
）
ほ
ら
ち
／
異
本
、
あ
け
て

フ
、
踊
り
し
ち
来
ゆ
ん
／
異
本
、
踊
て
来
ゆ
ん

へ
、
異
本
に
は
、
五
句
以
下
は
無
い
。
（
見
物

ょ
ノ
、
、
で
ょ
ノ
、
つ
れ
て
見
だ
う
や
）

ハ
、
行
く
先
も
知
ぬ
で
て
／
異
本
、
「
で
て
」
・
行
先
も
知
ら
ん
、

仰
す
の
あ
も
の
、
お
が
が
年
姿
、
わ
ら
く

ら
べ
年
姿
、
御
羽
書
の
ご
と
に
あ
た
て
を

ん
て
や
り
、
起
ち
か
た
て
、
縛
て
お
う

や
く
ら
」

二
、
終
り
の
二
句
／
異
本
、
た
う
た
う
、

急
ぎ
起
さ
う
や

置
き
な
げ
な
男
〆
異
本
に
は
、

げ
な
の
下
に
「
男
」
が
な
い
。

は
無
い
。

と
い
ふ
語
が
あ
る
。

「
い
や
／
、
」
の
下
に
・
ゑ
い
／
、
盗
人

「
か
ら
」
が
・
こ
れ
や
我
身
お
こ
す

置
き
な
．
お
き
な
げ
な
、

・
田
島
本
に
こ
の
詞
章
ナ
シ

．
あ
け
て

、
を
ど
て
き
よ
ん

仰
の
あ
も
の
、
お
が
賓
歳
姿

童
歳
姿
、
御
羽
の
ご
と
に
あ
た
て

を
ん
て
や
り
、
起
ち
か
た
て

縛
て
お
き
や
く
ら
。

た
う
と
う
、
い
そ
ぎ
お
こ
さ
う
や
。

－61－



ホ
、
異
本
に
は
、
こ
の
詞
は
な
い
。
（
た
う

／
、
、
つ
れ
て
、
見
だ
う
や
）

マ
、
暮
ら
す
／
異
本
、
戻
れ

ミ
、
わ
ら
べ
ど
も
／
異
本
、
小
僧
ど
も

ム
、
無
蔵
な
も
／
異
本
、
こ
と
わ
り
ど
や
ゆ
る

メ
、
急
ぎ
戻
れ
／
異
本
、
急
ぎ
戻
せ

モ
、
い
く
つ
／
異
本
、
い
く
つ
な
ゆ
が

ヤ
、
あ
た
る
／
異
本
、
置
き
や
る

１
、
異
本
に
は
「
座
主
の
前
の
お
情
に
一
人

子
今
日
も
ら
て
、
こ
の
御
恩
い
つ
も
忘

れ
ぐ
れ
し
や
」
こ
の
詞
は
単
に
「
あ
猶
た

れ
ぐ
れ
し
や
」

う
と
が
な
し
」

ョ
、
異
本
に
は
「
い
や
ノ
、
、
ふ
し
ぎ
な
縁
よ

ノ
、
。
た
う
ノ
、
、
」
が
な
く
て
、
そ
の
代
・
や
あ
、
け
よ
の
ほ
こ
ら
し
や
、

わ
り
に
、
い
ち
ん
つ
く
さ
れ
め
「
や
あ
」

が
あ
り
、
又
「
な
を
に
ぎ
や
な
た
て
る
」

は
、
「
言
ち
も
つ
く
さ
れ
め
」
と
な
っ
て

ゐ
る

・
田
島
本
に
こ
の
詞
章
ナ
シ

・
も
ど
れ

・
小
僧
ど
も

・
無
蔵
な
も
の

・
急
ぎ
も
ど
せ

・
い
く
つ
な
よ
か

．
あ
た
る

・
あ
風
た
う
と
が
な
し
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も
う
一
つ
ヤ
、
に
つ
い
て
、
子
（
亀
松
）
と
再
会
を
果
た
し
た
母
親
に
対
し
て
、
座
主
が
寺
で
子
を
預
か
っ
て
い
た
い
き
さ
つ
を
説

つ
ゆ
み

す
く

明
す
る
詞
章
で
、
「
：
：
露
の
身
の
命
、
救
て
あ
た
る
。
」
（
「
伊
波
本
」
五
三
三
ペ
ー
ジ
）
の
「
あ
た
る
」
に
つ
い
て
、
「
異
本
、
置
き
や
る
」

と
あ
る
が
、
田
島
本
は
伊
波
本
同
様
「
あ
た
る
」
と
あ
る
。

「
異
本
に
は
」
と
記
さ
れ
て
い
る
三
十
九
箇
所
の
う
ち
、
上
記
の
ヌ
、
ム
、
ヤ
、
の
三
つ
以
外
三
十
六
箇
所
は
、
田
島
本
の
詞
章
と
同
一
か
、

あ
る
い
は
表
記
に
若
干
異
同
が
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

そ
の
の
う
ち
、
ム
、
と
ャ
、
の
二
つ
は
田
島
本
に
は
み
え
な
い
詞
章
で
あ
る
。
ム
、
に
つ
い
て
、
狂
女
（
母
親
）
が
狂
い
笹
を
持
っ
て
、

い
ふ

き

む
ぞ
む
り
い
そ

寺
を
訪
ね
た
際
の
座
主
の
詞
章
に
「
：
・
・
云
る
こ
と
よ
聞
け
ば
、
無
蔵
な
も
の
よ
・
無
理
に
な
ば
く
る
な
、
急
ぎ
も
ど
れ
。
」
（
「
伊
波
本
」

む
ぞ

ン
ゾ
オ

五
三
○
ペ
ー
ジ
）
の
「
無
蔵
な
も
の
」
に
つ
い
て
、
「
異
本
、
こ
と
わ
り
ど
や
ゆ
る
」
と
あ
る
が
、
田
島
本
は
伊
波
本
同
様
「
無
蔵
な

五
三
○
ペ
ー
ジ
）
（

も
の
よ
」
と
あ
る
。

二
、
伊
波
本
頭
註
の
「
ト
書
き
」
に
つ
い
て

●

ト
書
き
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
伊
波
本
お
よ
び
田
島
本
の
ト
書
き
を
対
応
さ
せ
な
が
ら
列
挙
し
て
み
る
。

〔
伊
波
本
〕

ア
、
こ
の
歌
に
連
て
童
子
四
人
つ
れ
立
っ
て

遊
び
に
出
る
。

ワ
、
立
雲
ぶ
し
／
異
本
、
恩
納
ぶ
し

〔
田
島
本
〕

・
此
ノ
歌
ノ
間
二
四
五
ノ
童
遊
ビ
ッ
レ
テ

出
ッ

・
恩
納
ブ
シ
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イ
、
歌
風
に
、
節
を
つ
け
て
言
う
ひ
、
手
に

は
彼
の
人
形
を
さ
蚤
げ
持
ち
て
、
童
子

一
人
を
鎌
し
、
つ
れ
行
く
。

ウ
、
と
腰
に
さ
し
た
鎌
を
見
せ
て
を
ど
す
。

エ
、
鎌
を
振
り
上
げ
て
を
ど
す
。

オ
、
盗
人
は
、
童
子
を
引
寄
せ
て
寝
る
、
童

子
、
盗
人
の
熟
睡
を
図
り
て
忍
び
出
で
。

力
、
伊
波
本
に
こ
の
ト
書
き
は
ナ
シ

キ
、
こ
の
時
、
そ
っ
と
鎌
を
取
上
げ
る
。

ク
、
盗
人
は
之
を
聞
き
つ
域
、
眼
細
く
と
い

ふ
時
に
は
、
眼
を
大
き
く
し
、
口
大
く

と
い
う
時
に
は
小
く
し
て
、
さ
あ
ら
ぬ

体
を
よ
そ
お
う
て
ゐ
た
が
、
読
み
了
る

ケ
、
こ
の
歌
は
、
歌
方
一
人
々
々
一
句
づ
、

を
歌
ひ
ま
は
す
。
こ
の
時
、
母
親
髪
を

振
乱
し
、
手
草
を
持
ち
て
、
我
子
を
尋

ね
さ
ま
よ
ひ
歩
く
。

体
を
よ
そ
お
う
て
ゐ
た
が
、
華

や
否
や
一
目
散
に
逃
走
す
る
。

・
歌
風
二
、
節
ツ
ケ
言
上
、
手
ニ
ハ
彼
ノ

人
形
ヲ
サ
壁
ゲ
持
チ
テ
、
童
子
一
人
嫌

シ
ッ
レ
行
ク
。

、
ト
腰
ニ
サ
シ
タ
ル
鎌
ヲ
見
セ
テ
ヲ
ド
ス

・
ト
テ
、
鎌
ヲ
フ
リ
ア
ゲ
テ

・
盗
人
ハ
、
童
ヲ
引
キ
寄
セ
テ
寝
ル
、
熟

睡
ヲ
図
リ
テ
忍
ビ
イ
テ

・
ト
不
当
ノ
体
ニ
テ
出
テ
来
リ

・
田
島
本
に
こ
の
ト
書
き
は
ナ
シ

，
盗
人
ハ
縛
ラ
レ
テ
引
込
ム
。
兼
テ
、
座
主

ノ
後
二
隠
し
居
ダ
ル
彼
ノ
童
二
、

・
此
ノ
歌
ハ
、
歌
方
一
人
々
々
一
句
シ
、
ヲ

歌
ヒ
マ
ハ
ス
。
此
ノ
時
、
母
親
髪
ヲ
プ
リ

乱
シ
、
竹
ノ
枝
ノ
折
ヲ
持
チ
テ
、
彼
ノ
童

ヲ
尋
、
不
サ
マ
ョ
ヒ
ア
ル
ク
。

－64－



じ
内
容
の
記
述
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

キ
、
に
つ
い
て
、
御
羽
書
「
覚
」
を
垂

の
詞
章
と
な
っ
て
い
る
）
の
末
尾
の
後
、

書
き
は
田
島
本
に
は
な
い
。
ク
、
に
つ
い

逃
走
す
る
」
と
あ
る
が
、
田
島
本
に
は

伊
波
本
の
頭
注
の
欄
に
記
さ
れ
た
ト
書
き
が
十
四
箇
所
に
あ
っ
て
、
そ
の
う
ち
十
二
箇
所
の
ト
書
き
が
田
島
本
の
ト
書
き
と
ほ
ぼ
同

シ
、
女
は
狂
ひ
な
が
ら
も
、
唯
物
思
ひ
に
沈

み
居
る
。

ス
、
と
い
っ
て
、
彼
の
童
子
を
連
れ
来
り
前

へ
出
す
。

セ
、
伊
波
本
に
こ
の
ト
書
き
は
ナ
シ

サ
、
女
、
こ
の
調
べ
に
つ
れ
て
、
踊
り
な
が

ら
、
我
子
の
こ
と
を
思
出
し
つ
斡
悲
し

．
、
こ
の
詞
を
唱
へ
終
り
て
、
ば
ら
ノ
、
・
ト
テ
バ
ラ
ノ
、
ト
女
ヲ
取
り
マ
キ

と
狂
女
を
取
り
ま
く
。

み
に
狂
ふ
。

」
を
読
み
上
げ
る
前
の
詞
章
（
伊
波
本
は
小
僧
（
三
の
詞
章
と
な
っ
て
い
る
が
、
田
島
本
は
座
主

の
後
、
伊
波
本
の
頭
注
の
ト
書
き
は
「
こ
の
時
、
そ
っ
と
鎌
を
取
り
上
げ
る
」
と
あ
る
が
、
こ
の
ト

に
つ
い
て
、
「
覚
」
を
読
み
上
げ
た
後
の
伊
波
本
で
は
「
盗
人
は
：
：
読
み
了
る
や
否
や
一
目
散
に

に
は
「
盗
人
ハ
縛
ラ
レ
テ
引
込
ム
」
と
あ
る
。

・
女
ハ
時
々
ハ
狂
ヒ
ナ
ガ
ラ
モ
、
唯
物
思
ヒ

ニ
沈
ミ
居
ル
。

・
ト
テ
、
彼
ノ
ワ
ラ
ベ
ヲ
連
し
来
リ
、
前
へ

出
ス
。

・
此
ノ
歌
ヲ
間
二
皆
々
引
込
ム

・
女
踊
リ
ナ
ガ
ラ
、
子
ノ
コ
ト
ヲ
思
上
出
シ

シ
魯
悲
ミ
狂
う
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な
お
、
ケ
、
の
「
竹
ノ
枝
」
は
能
や
狂
言
で
も
用
い
る
小
道
具
で
、
「
狂
い
笹
」
「
笹
の
枝
」
「
持
ち
枝
」
と
も
い
い
、
七
、
八
○
ｍ
の

葉
を
付
け
た
竹
の
小
枝
で
あ
る
。
そ
の
多
く
は
狂
女
が
持
っ
て
出
る
。
組
踊
「
孝
行
の
巻
」
で
も
母
親
が
、
娘
が
大
蛇
の
生
け
賛
に
名

乗
り
出
た
こ
と
に
気
が
動
転
し
て
、
そ
の
こ
と
を
隠
し
て
い
た
息
子
を
叱
り
つ
け
る
際
に
狂
い
笹
を
持
っ
て
登
場
す
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
伊
波
本
の
台
本
整
備
に
田
島
本
が
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
田
島
本
が
刊
行
さ
れ
て
六
年

後
に
伊
波
本
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
田
島
の
教
え
子
で
あ
る
伊
波
が
田
島
本
を
手
に
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

ま
た
、
伊
波
本
の
頭
注
に
、
詞
章
に
つ
い
て
「
異
本
に
は
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
、
す
べ
て
田
島
本
と
一
致
し
て
い
な
い
こ
と
や
、

伊
波
本
と
田
島
本
の
ト
書
き
が
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
伊
波
本
の
「
女
物
狂
」
は
田
島
本
以
外
の
台
本
も
取
り
あ
げ

て
比
較
検
討
し
、
整
理
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

伊
波
本
の
凡
例
に
は
、
「
女
物
狂
」
は
羽
地
本
（
当
時
の
県
立
沖
縄
図
書
館
所
蔵
本
）
を
底
本
と
し
、
「
小
禄
本
外
民
間
流
布
の
二
三

異
本
を
参
照
し
て
校
訂
す
る
こ
と
に
し
た
」
と
あ
る
。
伊
波
が
い
う
「
民
間
流
布
の
二
三
異
本
」
の
中
の
一
つ
が
田
島
本
で
あ
っ
た
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
田
島
本
が
い
つ
、
ど
の
台
本
か
ら
書
写
し
た
の
か
は
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
典
拠
は
わ
か
ら
な
い
。

組
踊
の
要
素
の
一
つ
で
あ
る
音
楽
に
つ
い
て
も
、
伊
波
本
と
田
島
本
所
収
の
「
女
物
狂
」
で
使
用
さ
れ
て
い
る
音
曲
に
異
同
が
あ
る
。

と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
垂

組
踊
の
要
素
の
一
つ
一

も
う
一
度
み
て
み
よ
う
。

〔
伊
波
本
〕

そ
れ
か
ん
ぷ
し

し
い
や
ぽ
う
ぶ
し

子
持
ぶ
し

散
山
ぶ
し

〔
田
島
本
〕

早
作
田
ブ
シ

（
曲
名
な
し
。
「
歌
風
二
、
節
ツ
ヶ
テ
言
上
」
と
あ
る
）

子
持
（
子
守
り
）
節

東
江
ブ
シ
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①
伊
波
本
補
遺
の
「
女
物
狂
」
「
花
売
の
縁
」
「
万
歳
敵
討
」
の
出
演
名
（
※
印
は
以
上
の
三
番
に
重
複
出
演
し
て
い
る
。
五
十
音
順
）

安
室
里
親
雲
上
、
伊
豆
味
子
、
奥
武
子
、
奥
原
里
之
子
、
奥
原
樽
金
、
小
禄
思
加
那
、
我
如
古
子
、
許
田
里
之
子
親
雲
上
、
具
志

三
、
伊
波
本
の
編
集
に
つ
い
て

（
二
冠
船
芸
能
の
出
演
者

伊
波
本
で
は
、
「
女
物
狂
」
は
補
遺
と
し
て
「
手
水
の
縁
」
「
花
売
の
縁
」
「
万
歳
敵
討
」
と
一
緒
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
「
女

物
狂
」
「
花
売
の
縁
」
「
万
歳
敵
討
」
の
三
番
に
つ
い
て
は
〈
人
物
と
役
割
〉
と
〈
着
付
〉
が
記
述
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
は
、
伊
波
本
掲

載
の
戎
の
冠
船
芸
能
の
仲
秋
之
宴
及
び
重
陽
之
宴
の
踊
番
組
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
組
踊
と
同
様
の
体
裁
の
記
述
で
あ
る
。

補
遺
に
お
さ
め
た
「
女
物
狂
」
「
花
売
の
縁
」
「
万
歳
敵
討
」
の
三
番
は
、
戎
の
冠
船
芸
能
で
も
上
演
さ
れ
て
い
る
が
、
台
本
は
戎
の

冠
船
芸
能
の
と
き
の
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
戎
の
冠
船
芸
能
の
台
本
で
あ
れ
ば
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
戎
の
冠
船
芸
能
の
踊

番
組
と
し
て
編
集
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
補
遺
に
お
さ
ま
る
資
料
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
補
遺
の
三
番
の
出
演
者
と
、
戎
の
冠
船
芸

能
の
出
演
者
に
同
一
人
物
が
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
補
遺
の
三
番
の
組
踊
の
中
で
出
演
者
の
重
複
が
あ
り
、
戎
の
冠
船
芸
能
の
七
番

の
組
踊
に
は
出
演
者
の
重
複
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
補
遺
は
補
遺
で
一
グ
ル
ー
プ
と
な
っ
て
お
り
、
戎
の
冠
船
芸
能
は
戎
の
冠
船
芸
能
で

東
江
ぶ
し

（
曲
名
な
し
）

立
雲
ぶ
し

恩
納
ブ
シ

な
お
、
田
代
安
定
如
稿
本
「
写
シ
組
躍
集
」
（
書
写
年
代
不
詳
）
所
収
の
「
女
物
狂
」
で
も
子
（
童
）
の
出
羽
の
音
曲
は
「
早
作
田
ぶ
し
」

と
あ
っ
て
、
田
島
本
と
同
じ
で
あ
る
。
な
お
、
そ
れ
以
外
の
音
曲
は
、
田
代
本
は
伊
波
本
と
同
様
で
あ
る
。

一
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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頭
里
之
子
親
雲
上
、
城
間
里
之
子
、
久
場
子
、
多
嘉
良
里
之
子
、
嵩
原
子
、
津
波
古
真
三
良
、
徳
田
里
親
雲
上
、
豊
見
城
真
蒲
戸
、

野
村
真
蒲
戸
、
※
真
栄
田
子
、
松
島
里
之
子
、
※
山
田
筑
登
之
、
与
儀
子
、
※
与
儀
筑
登
之

②
伊
波
本
戊
の
冠
船
芸
能
の
「
護
佐
丸
敵
討
」
「
執
心
鐘
入
」
「
忠
士
身
替
の
巻
」
「
銘
苅
子
」
「
孝
行
之
巻
」
「
大
川
敵
討
」
「
大
城
崩
」

（
※
印
は
以
上
の
七
番
に
重
複
出
演
し
て
い
る
。
五
十
音
順
）

安
里
里
之
子
、
粟
国
、
粟
国
真
三
郎
、
池
城
樽
金
、
※
伊
良
波
子
、
※
上
地
里
之
子
親
雲
上
、
※
宇
地
原
里
之
子
、
※
大
村
里
之
子
、

奥
武
里
之
子
親
雲
上
、
※
小
禄
里
之
子
、
勝
連
真
市
、
嘉
味
田
里
之
子
、
※
宜
野
山
里
之
子
、
※
喜
舎
場
樽
金
、
※
護
得
久
子
、

※
幸
地
、
※
幸
地
里
之
子
、
※
幸
地
真
牛
、
※
東
風
平
里
之
子
、
※
佐
久
真
、
佐
渡
山
松
金
、
末
吉
、
高
宮
城
子
、
※
武
村
子
、

※
立
津
里
之
子
親
雲
上
、
玉
城
里
之
子
親
雲
上
、
※
桃
原
里
之
子
親
雲
上
、
豊
見
城
真
牛
、
豊
平
子
、
※
名
嘉
地
里
之
子
親
雲

上
、
名
嘉
地
真
蒲
戸
、
今
帰
仁
里
之
子
親
雲
上
、
※
波
平
親
雲
上
、
※
浜
川
里
之
子
、
※
浜
元
里
之
子
親
雲
上
、
※
宮
里
筑
登
之
、

元
浜
里
之
子
親
雲
上
、
※
本
部
子
、
盛
嶋
里
主

伊
波
本
の
補
遺
の
組
踊
の
台
本
は
、
お
そ
ら
く
最
後
の
冠
船
芸
能
（
一
八
六
六
年
。
い
わ
ゆ
る
寅
の
冠
船
芸
能
）
の
台
本
で
は
な
い

か
と
予
想
さ
れ
る
が
、
今
後
、
家
譜
資
料
等
の
調
査
に
よ
っ
て
、
出
演
者
の
履
歴
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
ど
の
時
代
の
冠
船
芸
能
の
台

本
な
の
か
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
伊
波
本
と
真
境
名
本

組
踊
「
執
心
鐘
入
」
の
台
本
を
伊
波
本
と
比
較
し
て
み
た
い
資
料
が
あ
る
。
真
境
名
安
興
に
よ
る
新
聞
連
載
台
本
（
一
九
二
五
・
大

正
十
四
年
三
月
～
五
月
『
琉
球
新
報
』
に
連
載
。
以
下
、
「
真
境
名
本
」
と
い
う
）
で
あ
る
。

真
境
名
本
に
は
組
踊
「
手
水
の
縁
」
「
忠
孝
婦
人
（
一
名
大
川
敵
討
と
「
花
売
の
縁
三
姉
妹
敵
討
」
「
執
心
鐘
入
」
「
羽
衣
（
一
名
銘
苅
子
匡
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「
中
心
身
替
」
の
七
番
の
台
本
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
台
本
は
、
タ
テ
約
十
二
、
五
ｍ
・
ョ
．
約
十
五
ｍ
の
サ
イ
ズ
に
な
っ
て

い
て
、
右
端
下
に
は
「
琉
球
新
報
社
版
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
糊
し
ろ
部
分
が
あ
っ
て
綴
れ
る
よ
う
に
配
慮
し
て
あ
る
。

真
境
名
本
の
中
で
「
執
心
鐘
入
」
と
「
羽
衣
（
一
名
銘
苅
子
）
」
に
注
目
し
た
い
。
い
ず
れ
も
本
文
の
前
に
、
掲
載
す
る
台
本
の
出

典
を
明
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
二
番
以
外
の
組
踊
に
つ
い
て
は
、
出
典
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
「
執
心
鐘
入
」
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
句
読
点
は
筆
者
（
大
城
）
が
施
し
た
。

本
組
踊
は
斯
道
の
開
祖
玉
城
親
方
朝
薫
作
と
し
て
、
所
謂
五
段
の
一
に
て
謡
曲
道
成
寺
よ
り
ほ
ん
案
構
想
せ
し
も
の
と
称
せ

ら
る
。
原
本
は
天
保
九
年
戊
戊
八
月
十
二
日
仲
秋
宴
に
、
清
国
冊
封
使
か
ん
林
院
修
撰
正
使
林
鴻
年
及
び
か
ん
林
院
編
副
使
高

人
鑑
を
首
里
城
に
招
請
せ
し
時
演
ぜ
し
も
の
に
よ
る
（
尚
育
王
時
代
）
。
而
し
て
、
文
句
は
現
代
の
も
の
と
は
少
し
く
異
る
所
あ
り
。

是
れ
後
世
に
て
修
正
せ
ら
れ
し
も
の
な
ら
ん
と
。

「
羽
衣
（
一
名
銘
苅
子
と
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
句
読
点
は
筆
者
が
施
し
た
。

本
組
踊
り
銘
苅
子
は
、
執
心
鐘
入
と
同
じ
く
玉
城
親
方
朝
薫
作
に
し
て
五
段
の
一
に
て
一
謡
曲
羽
衣
よ
り
構
想
ほ
ん
案
せ
し
も
の

と
い
ふ
。
原
本
は
天
保
九
年
戊
戊
八
月
十
二
日
仲
秋
宴
に
、
清
国
冊
封
使
か
ん
林
院
修
撰
正
使
林
鴻
年
及
び
か
ん
林
院
編
副
使
高

人
鑑
を
首
里
城
に
招
請
せ
し
時
演
ぜ
し
も
の
に
よ
る
（
尚
育
王
時
代
）
。
而
し
て
、
文
句
は
現
代
の
も
の
と
は
少
し
く
異
る
所
あ
り
。

是
れ
後
世
に
て
修
正
せ
ら
れ
し
も
の
な
ら
ん
と
。

「
執
心
鐘
入
」
「
銘
苅
子
」
と
も
ほ
ぼ
同
様
な
内
容
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
一
八
三
八
（
天
保
九
）
年
の
尚
育
王
冊
封
の
際
に
渡
来
し
た

冊
封
正
使
林
鴻
年
お
よ
び
、
副
使
高
人
鑑
た
ち
を
歓
待
す
る
た
め
に
上
演
さ
れ
た
台
本
に
よ
っ
て
、
『
琉
球
新
報
」
に
台
本
を
掲
載
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
伊
波
本
の
底
本
と
同
一
の
台
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
詞
章
の
前
に
配
役
と
扮
装
の
記
載
が
あ
る
。

配
役
に
つ
い
て
伊
波
本
は
「
人
物
と
配
役
」
と
し
、
真
境
名
本
は
「
登
場
人
物
と
当
時
の
演
技
者
」
と
し
て
い
る
。
扮
装
に
つ
い
て
伊

－69－



波
本
は
「
着
付
」
と
し
、
真
境
名
本
は
「
演
技
者
の
服
装
」
と
し
て
い
る
。
配
役
と
扮
装
に
つ
い
て
は
伊
波
本
と
真
境
名
本
の
内
容
は

一
致
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
詞
章
や
ト
書
き
に
若
干
の
異
同
が
あ
る
。

伊
波
本
の
底
本
に
な
っ
た
「
羽
地
本
」
は
、
県
立
沖
縄
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。
伊
波
普
猷
は
一
九
一
○
（
明
治
四
十
三
）
年

八
月
に
創
設
さ
れ
た
同
図
書
館
の
初
代
館
長
で
あ
り
、
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
に
真
境
名
安
興
は
伊
波
の
あ
と
を
継
い
で
二
代
目

の
館
長
に
就
い
て
い
る
。
そ
の
前
、
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
に
真
境
名
は
沖
縄
県
史
編
纂
委
員
と
な
っ
て
い
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
考

え
る
と
、
職
務
柄
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
「
羽
地
本
」
を
見
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
可
能
性
が
非
常
に
高
い
。
な
お
、
こ
の
「
羽
地

本
」
は
去
る
沖
縄
戦
で
消
失
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
、
現
在
、
我
わ
れ
は
「
羽
地
本
」
を
手
に
と
っ
て
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

伊
波
と
真
境
名
は
、
同
じ
「
羽
地
本
」
を
底
本
に
し
て
い
な
が
ら
、
両
者
が
活
字
化
し
た
段
階
で
異
同
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
執

心
鐘
入
」
に
つ
い
て
、
一
か
所
だ
け
伊
波
本
と
真
境
名
本
の
決
定
的
な
異
同
を
紹
介
し
て
お
く
。
中
城
若
松
と
宿
の
女
（
娘
）
の
問
答

の
後
、
若
松
が
女
の
家
を
出
る
際
に
演
唱
さ
れ
る
「
干
瀬
節
」
（
「
執
心
鐘
入
」
で
は
三
度
目
の
「
干
瀬
節
」
の
演
唱
と
な
る
）
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

【
伊
波
本
】

歌
干
瀬
に
居
る
と
り
ぶ
し

あ
く
ゐ
ん
む
す

悪
縁
の
結
で
、

は
な
ち
は
な
さ
れ
め
。

【
真
境
名
本
】

歌
（
干
瀬
ぶ
し
）

（
附
り
上
の
句
だ
け
）

悪
縁
の
結
て

放
ち
は
な
さ
ら
ぬ

歌
（
述
懐
ぶ
し
）
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つ
ま
り
、
伊
波
本
が
「
干
瀬
節
」
一
曲
で
演
唱
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
真
境
名
本
は
上
句
を
「
干
瀬
節
」
で
演
唱
し
、
下
句
を
「
述
懐
節
」

で
演
唱
し
て
い
る
。
こ
こ
は
、
宿
の
女
の
誘
い
に
中
城
若
松
が
応
じ
ず
、
恋
が
成
就
し
な
い
た
め
に
、
女
は
、
私
を
捨
て
て
い
っ
た
ら

一
緒
に
死
ぬ
し
か
な
い
、
と
い
っ
て
死
を
覚
悟
で
若
松
を
追
い
か
け
る
場
面
で
あ
る
。
女
の
心
情
の
変
化
、
感
情
の
高
ぶ
り
を
演
唱
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
現
在
、
「
執
心
鐘
入
」
は
伊
波
本
に
よ
っ
て
上
演
し
て
い
る
た
め
に
、
「
干
瀬
節
」
一
曲
で
演
唱
し
て
い
る
。
た
だ

し
、
そ
の
際
に
下
句
を
や
や
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
で
演
唱
す
る
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
曲
の
テ
ン
ポ
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
女
の
心
の
変

化
を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
実
際
に
は
、
真
境
名
本
の
よ
う
に
上
句
を
「
干
瀬
節
」
、
下
句
を
「
述
懐
節
」
で
演
唱
す
る
方
が
メ

リ
ハ
リ
が
あ
っ
て
、
音
楽
的
効
果
が
大
き
い
の
で
あ
る
。

な
お
、
下
句
を
「
述
懐
節
」
で
演
唱
す
る
と
記
し
た
「
執
心
鐘
入
」
の
台
本
は
他
に
も
あ
っ
て
、
一
九
二
二
（
大
正
十
二
年
旧
暦

八
月
に
筆
写
さ
れ
た
名
護
市
屋
部
の
比
嘉
信
三
所
蔵
本
が
そ
れ
で
あ
る
。
同
写
本
に
は
「
干
瀬
節
下
句
ョ
リ
述
懐
ト
ナ
ル
」
と
あ
っ
て
、

伊
波
本
、
真
境
名
本
同
様
の
歌
詞
「
悪
縁
ノ
結
デ
放
チ
放
サ
ラ
ヌ
振
捨
テ
＆
行
カ
ハ
一
道
デ
モ
ノ
」
が
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
上

句
を
「
干
瀬
節
」
で
演
唱
し
、
下
句
を
「
述
懐
節
」
で
演
唱
す
る
「
執
心
鐘
入
」
の
舞
台
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

（
三
）
伊
波
本
と
羽
地
本
と
尚
家
本

一
八
三
八
年
の
冠
船
芸
能
で
用
い
ら
れ
た
同
一
台
本
を
伊
波
と
真
境
名
が
扱
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
う
し
て
異
同
が
生
じ

す

ふ
り
捨
て
麓
い
か
は
、

ち
よ
み
ち

一
道
だ
い
も
の
。

（
附
り
干
瀬
節
の
上
句
終
る
と
同
時
に
初
め
る
）

ふ
り
捨
て
い
か
は

一
道
た
い
も
の
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た
の
か
。
伊
波
本
、
つ
ま
り
『
校
注
琉
球
戯
曲
集
』
の
口
絵
に
「
執
心
鐘
入
」
の
写
本
が
一
ペ
ー
ジ
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
羽

地
本
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
羽
地
本
と
伊
波
本
の
本
文
を
並
べ
て
み
る
と
、
実
は
そ
こ
で
も
異
同
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

羽
地
本
と
伊
波
本
を
並
べ
て
み
よ
う
。
さ
ら
に
、
参
考
の
た
め
に
一
八
六
六
年
の
冠
船
芸
能
の
台
本
も
並
べ
て
み
る
。
同
写
本
は
那
覇

市
歴
史
博
物
館
所
蔵
の
尚
家
文
書
で
あ
る
。
ひ
と
ま
ず
【
尚
家
本
】
と
し
よ
う
。
な
お
、
羽
地
本
と
尚
家
本
の
詞
章
は
べ
た
書
き
で
あ

る
が
、
伊
波
本
は
琉
歌
の
音
律
八
・
六
音
で
分
か
ち
書
き
に
し
て
あ
る
。
こ
こ
で
は
伊
波
本
に
準
じ
て
詞
章
を
並
べ
る
。
な
お
、
旧
字

体
は
新
字
体
に
改
め
た
。

【
伊
波
本
】

若
松
詞

け
ふ

今
日
の
は
っ
御
行
合
に

こ
と

か
た
る
事
な
い
さ
め
。

女
詞や

く
そ
く

約
束
の
御
行
合
や

だ
に
す
ま
た
し
ち
や
れ
、

そ
で袖

の
ふ
や
は
せ
ど

ご
ゑ
ん

御
縁
ざ
ら
め
。

若
松
詞

女
こ
と
は
女

一
約
束
の
御
行
合
や
一
約
束
の
御
行
合
や

た
に
す
ま
た
し
ち
や
れ
た
に
す
又
し
ち
や
れ

袖
の
ふ
や
は
せ
と

袖
の
振
合
し
と

御
縁
さ
ら
め
御
縁
さ
ら
め

若
松
こ
と
は
若
松

【
羽
地
本
】

若
松
こ
と
は

一
今
日
の
は
っ
御
行
合
に

か
た
る
事
な
い
さ
め

若
松

一
け
ふ
の
は
つ
御
行
逢
に

語
る
事
な
ひ
さ
め

【
尚
家
本
】
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ご
ゑ
ん
し

御
縁
て
す
知
ら
ぬ
、

こ
い
み
ち
し

恋
の
道
知
ら
ぬ
。

ま

し
ば
し
待
ち
か
ね
る

よ
あ
け
く
も

夜
明
し
ら
雲
。

女
詞み

や
ま
う
ぐ
い
す

深
山
鴬
の

は
る
は
な

春
の
花
ご
と
に

す
よ
な
か

吸
ゆ
る
世
の
中
の

な
ら
ひ
し

習
や
知
ら
れ
。

若
松
詞

知
ら
ぬ
。

女
詞

う
ま

を
と
こ
生
れ
て
も

こ
い恋

し
ら
ぬ
も
の
や

た
ま玉

の
さ
か
づ
き
の

底
も
見
ら
ぬ
。

女
こ
と
は

一
お
と
こ
生
れ
て
も

恋
し
ら
ぬ
も
の
や

玉
の
ざ
か
つ
き
の

そ
こ
も
見
ら
ぬ

一
御
縁
て
す
し
ら
ぬ

恋
の
道
し
ら
ぬ

し
は
し
待
か
ね
る

夜
明
し
ら
雲

女
こ
と
は

一
深
山
鴬
の

は
る
の
花
こ
と
に

吸
る
世
の
中
の

習
や
し
ら
れ

若
松
こ
と
は

一
し
ら
ぬ

一女 一
御
縁
て
す
し
ら
ぬ

恋
の
道
し
ら
ぬ

し
は
し
待
ち
か
ね
る

夜
明
し
ら
雲

女一
深
山
鴬
の

春
の
花
毎
に

す
ゆ
る
よ
の
中
の

な
ら
ひ
や
し
ら
ね

若
松一

し
ら
ぬ

お
と
こ
生
れ
て
も

恋
し
ら
ぬ
も
の
や

玉
の
盃
の

そ
こ
も
見
ら
ぬ
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若
松
詞

お
ん
な
う
ま

女
生
れ
て
も

ぎ
り
し

義
理
知
ら
ぬ
も
の
や

こ
れ
ど
世
の
中
の

ぢ
ご
く

地
獄
だ
い
も
の
。

歌
干
瀬
に
居
る
と
り
ぶ
し

お
よ

さ
と

及
ば
ら
ぬ
里
とち

か
ね
て
か
ら
知
ら
ば
、

あ
く
ゑ
ん

の
よ
で
悪
縁
の

そ
で
む
す

袖
に
結
び
や
く
が
。

若
松
詞

あ
く
ゑ
ん
そ
で

悪
縁
や
袖
に

む
す
ば
は
ん
は
か
ら
ひ
、

み

わ
身
や
首
里
み
や
だ
い
り

い

や
て
ど
行
き
ゆ
る
・

歌
干
瀬
に
居
る
と
り
ぶ
し

あ
く
ゑ
ん
む
す

悪
縁
の
結
で
、

は
な
ち
は
な
さ
れ
め
。

若
松
こ
と
は

一
女
生
れ
て
も

義
理
し
ら
ぬ
も
の
や

こ
れ
と
世
の
中
の

地
こ
く
た
い
も
の

歌
干
瀬
に
ゐ
る
と
り
ふ
し

一
及
は
ら
ぬ
里
と

か
ね
て
か
ら
し
ら
は

の
よ
て
あ
く
ゑ
ん
の

袖
に
む
す
ひ
や
へ
か

若
松
こ
と
は

一
悪
縁
や
袖
に

む
す
は
は
ん
は
か
ら
ひ

わ
身
や
首
里
み
や
た
り

や
て
と
い
き
ゆ
る

歌
干
瀬
に
ゐ
る
と
り
ふ
し

一
あ
く
ゑ
ん
の
む
す
て

は
な
ち
は
な
さ
れ
め

一干一若一干一若
瀬松瀬 松

は 悪ふやわむ悪袖のかおふ 地お義男
なゑ し て 身す縁によねよし獄れ理生
ちんとやはや結ててはたとしれ
はのい首は袖ひ悪からひ世らて
な結 き 里 もにや縁らいもの ぬ も
さてゆみはへのし里の中も
れるやかからとのの
めたらはや

りひ
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伊
波
本
を
上
梓
す
る
に
当
た
っ
て
、
前
述
の
特
徴
の
他
に
「
若
松
こ
と
は
」
を
「
若
松
詞
」
、
「
女
こ
と
は
」
を
「
女
詞
」
と
書
き

改
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
本
稿
で
は
紹
介
し
て
い
な
い
が
、
伊
波
本
に
小
僧
（
二
、
小
僧
（
三
、
小
僧
（
三
）
と
あ
る
表
記
が
、

真
境
名
本
で
は
年
長
小
僧
、
中
年
小
僧
、
年
少
小
僧
と
な
っ
て
い
る
。

尚
家
本
の
若
松
の
詞
章
の
「
男
生
れ
て
も
」
は
「
女
生
れ
て
も
」
の
誤
写
で
あ
る
。
一
見
し
て
伊
波
本
は
漢
字
を
多
く
あ
て
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
漢
字
に
は
可
能
な
限
り
振
り
仮
名
を
付
し
て
い
る
。
組
踊
の
写
本
で
振
り
仮
名
を
付
し
て
い
る
事
例
は
、

き
わ
め
て
少
な
い
。
そ
れ
も
一
演
目
に
二
、
三
箇
所
付
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
伊
波
本
に
は
句
読
点
も
付
し
て
あ
る
。
ま

た
、
伊
波
は
清
音
に
濁
点
を
付
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
、
伊
波
本
所
収
の
組
踊
台
本
だ
け
で
な
く
、
舞
踊
の
歌
詞
に
つ
い
て

も
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
は
紹
介
し
て
い
な
い
が
、
伊
波
本
は
詞
章
の
方
言
読
み
を
ロ
ー
マ
ナ
イ
ズ
し
た
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ

る
。
【
註
③
】
こ
の
あ
た
り
の
こ
と
を
、
伊
波
本
の
凡
例
で
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

由
来
組
踊
は
、
八
調
を
基
調
と
し
て
書
か
れ
た
劇
詩
で
あ
る
が
、
原
本
の
記
載
法
は
、
散
文
な
ど
の
や
う
に
、
ぶ
つ
続
け
に

書
き
下
し
て
あ
っ
て
、
之
を
ロ
ー
マ
ナ
イ
ズ
し
た
も
の
と
対
照
し
て
印
刷
す
る
に
当
っ
て
、
さ
し
あ
た
り
不
便
を
感
じ
た
の

で
、
従
来
の
記
載
法
を
無
視
し
て
、
西
詩
の
そ
れ
の
や
う
に
、
一
句
づ
斑
並
べ
て
配
列
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
は
オ
モ
ロ
の

記
載
法
に
も
一
致
し
て
ゐ
る
か
ら
、
か
へ
つ
て
穏
当
で
あ
る
や
う
な
気
が
す
る
。
其
の
写
語
法
は
、
歴
史
的
仮
名
遣
に
拠
っ
た

も
の
で
、
ロ
ー
マ
ナ
イ
ズ
し
た
も
の
と
対
照
し
て
読
む
と
、
ど
ん
な
約
束
で
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
か
は
、
容
易
く
了
解
さ
れ
る
と

思
ふ
〔
後
略
〕
。

ふ
り
捨
て
鼠
い
か
は
、

ち
よ
み
ち

一
道
だ
い
も
の
。

ふ
り
捨
て
い
か
は

一
道
た
い
も
の

ふ
り
す
て
掛
い
か
は

一
道
た
ひ
も
の
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伊
波
が
な
ぜ
写
本
ど
お
り
に
活
字
化
し
な
か
っ
た
の
か
。
言
語
学
者
で
あ
っ
た
伊
波
は
、
組
踊
演
者
や
研
究
者
の
利
便
を
図
る
た
め

に
漢
字
を
多
用
し
、
漢
字
に
振
り
仮
名
を
付
し
、
清
音
に
濁
点
を
付
し
、
さ
ら
に
句
読
点
を
ほ
ど
こ
し
、
詞
章
の
読
み
を
ロ
ー
マ
ナ
ィ

ズ
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（
四
）
伊
波
本
と
伊
波
に
よ
る
新
聞
掲
載
台
本

伊
波
普
猷
は
、
彼
の
雅
号
で
あ
る
「
物
外
」
を
使
っ
て
、
明
治
四
十
（
一
九
○
七
）
年
五
月
二
日
か
ら
四
日
ま
で
、
三
回
に
わ
た
っ

て
琉
球
新
報
に
組
踊
「
銘
苅
子
」
の
台
本
（
以
下
、
「
新
聞
台
本
」
と
す
る
）
を
掲
載
し
て
い
る
。
そ
の
台
本
の
典
拠
は
示
さ
れ
て
い

な
い
。
第
一
回
目
に
は
、
組
踊
の
概
要
を
書
い
て
あ
る
。
そ
の
新
聞
台
本
と
伊
波
本
の
冒
頭
部
分
の
詞
章
を
比
較
し
て
み
る
。
新
聞
台

本
の
詞
章
は
琉
歌
の
音
律
の
八
・
八
音
あ
る
い
は
八
・
六
音
を
一
行
に
お
さ
め
て
い
る
が
、
伊
波
本
は
琉
歌
の
音
律
八
・
六
音
で
分
か

ち
書
き
に
し
て
あ
る
。
こ
こ
で
は
伊
波
本
に
準
じ
て
詞
章
を
並
べ
る
。
な
お
、
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
た
。

銘
苅
子
詞
橋
懸
よ
り
出
る

で
よ
う

・
も
の

出
様
ち
や
る
者
や

め
か
る
し

銘
苅
子
。

は
る原

の
い
き
も
ど
り

【
伊
波
本
】

銘
苅
子

で
よ
う
き
や

出
様
来
る
者
や

ミ
カ
ル
シ
ー

銘
苅
子

は
ら原

の
行
き
戻
り

【
新
聞
台
本
】

第
一
幕
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は
る
ゆ
つ

原
の
行
き
や
ひ
に
、

ま
つ
み

あ
の
松
を
見
れ
ば
、

か
わ

あ
の
川
の
本
に
、

て
ん
ち
ひ
か
り

天
と
地
に
光
り

さ
し
ま
わ
て
か
ら
に
、

に
ほ
い

か
ば
し
や
匂
だ
か
さ

こ
と

し
ぢ
や
の
事
な
ら
ぬ
。

き
も

も

肝
ふ
し
ぎ
と
思
て
、

こ
、
ろ
つ

心
付
き
見
れ
ば
、

か
し
ら
げ

頭
毛
の
あ
す
が

か
み

し
ぢ
や
の
髪
な
ら
ぬ
。

ひ

け
ふ
の
よ
か
る
日
に

ま
さ

今
日
の
勝
る
日
に
、

か
た
は
ら
に
か
く
れ

た

か
た
は
ら
に
立
ち
や
り
、

ま
ち
う
け
む

待
受
て
見
だ
に

ま
ち
と
め
て
む
だ
に
。

歌
通
水
ぶ
し
橋
懸
よ
り
出
る

ゆ
き
つ
や
い

原
の
往
来
に

あ
の
松
よ
見
れ
ば

か
は

あ
の
山
井
の
辺
に

天
と
地
の
光

さ
し
め
廻
て
か
ら
に

か
ば
し
や
に
ゐ
高
さ

ひ
と人

の
事
な
ら
ぬ

き
も肝

不
志
議
思
て

心
付
き
見
れ
ば

か
し
ら
げ
あ

頭
毛
の
有
す
が

し
ぢ
や

人
の
髪
な
ら
ぬ

け
ふ
よ
か

今
日
の
吉
る
日
に

今
日
の
勝
る
日
に

か
た
わ
ら

側
に
隠
り

側
に
立
ち
や
りむ

待
ち
受
け
て
見
だ
に

と
む

待
ち
求
め
て
見
だ
に

歌
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わ
か
な
つ

わ
か
な
つ

若
夏
が
な
れ
ば
若
夏
が
な
れ
ば

こ
蔑
ろ
浮
か
さ
れ
て
、
心
浮
か
さ
れ
て

玉
水
に
お
り
て
、
玉
水
に
お
り
て

か
し
ら

か
し
ら
あ
ら
は
。
髪
洗
ら
は
（
通
ひ
水
ぶ
し
）

（
こ
の
管
絃
楽
の
調
べ
と
共
に
天
女
現
は
る
）

歌
は
や
つ
く
て
ん
ぶ
し
歌

け
ふ

ひ

け
ふ

今
日
の
よ
か
る
日
や
今
日
の
よ
か
る
日
や

め

し
ぢ
や

し
ぢ
や
の
目
も
な
い
ら
ぬ
、
人
間
の
目
も
な
い
ら
ぬ

こ
魁
ろ

や
す
く

心
や
す
／
、
と
心
安
々
と

あ
ら

あ
ら
の
ぼ

洗
て
の
ぼ
ら
。
洗
て
の
昇
ら
（
早
作
田
ぶ
し
）

（
こ
の
曲
の
賑
ひ
に
つ
れ
て
天
女
羽
衣
を
松
が
枝
に
か
け
て
髪
を
洗
う
ふ
。
帰
ら
ん
と
す

る
一
剰
那
農
夫
が
そ
の
羽
衣
を
盗
み
去
る
を
見
て
あ
は
た
評
し
く
）
〔
以
下
省
略
〕

さ
ら
に
、
母
親
〈
天
女
）
が
昇
天
し
た
後
、
お
め
な
り
と
お
め
け
り
の
二
人
が
母
親
を
さ
が
す
た
め
に
、
野
原
を
さ
ま
よ
い
歩
く
道

行
の
場
で
演
唱
さ
れ
る
「
子
持
ぶ
し
」
の
歌
詞
の
一
部
に
異
同
が
あ
る
。
伊
波
本
の
歌
詞
は
「
．
：
母
親
や
見
ら
ぬ
、
母
親
や
を
ら
ぬ
、

引
き
ゆ
る
足
引
か
れ
ら
ぬ
：
．
」
と
あ
る
が
、
新
聞
台
本
に
は
「
…
母
親
や
見
ら
ぬ
、
母
親
や
を
ら
ぬ
、
夜
も
暮
れ
て
行
き
ゆ
り
、
足
本

も
痛
め
ば
、
引
き
ゆ
る
足
引
か
れ
ら
ぬ
：
．
」
と
あ
っ
て
、
「
夜
も
暮
れ
て
行
き
ゆ
り
、
足
本
も
痛
め
ば
」
の
歌
詞
が
入
っ
て
い
る
。
こ

の
歌
詞
は
、
尚
家
本
や
恩
河
本
（
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
）
等
の
台
本
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

両
者
を
比
較
し
て
見
る
と
、
伊
波
本
よ
り
も
新
聞
台
本
の
方
が
ト
書
き
が
多
い
。
曲
目
の
書
き
方
が
、
伊
波
本
は
歌
の
あ
と
一
字
分
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前
途
し
た
よ
う
に
組
踊
の
特
徴
の
一
つ
に
、
台
本
を
備
え
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
台
本
（
写
本
）
間
の
系
統
関

係
が
明
確
で
な
い
。
つ
ま
り
、
ど
の
写
本
を
書
写
し
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
分
か
ら
な
い
（
典
拠
を
示
し
て
い
な
い
）
の

で
あ
る
。
加
え
て
書
写
年
代
が
不
明
な
も
の
が
相
当
数
あ
る
し
、
台
本
（
写
本
）
間
の
異
同
（
相
違
）
も
多
い
。
そ
う
い
っ
た
事
情

で
組
踊
台
本
（
写
本
）
の
書
誌
学
的
な
研
究
が
は
か
ど
ら
な
い
の
で
あ
る
。
組
踊
台
本
の
校
本
づ
く
り
を
困
難
に
し
て
い
る
理
由
で
も
あ

る
。
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
時
代
に
、
当
時
の
研
究
者
に
よ
る
写
本
で
す
ら
ど
の
写
本
を
書
写
し
た
の
か
、
書
写
年
代
が
い
つ
な
の
か

記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
田
代
安
定
相
書
に
は
組
踊
「
孝
女
布
晒
」
「
貞
孝
婦
人
」
「
孝
行
の
巻
」
「
森
川
の
子
」
「
女
物
狂
」

（
以
上
、
「
写
シ
組
躍
集
」
）
、
「
探
義
伝
敵
討
」
「
智
取
敵
討
」
「
大
浦
敵
討
」
（
以
上
、
「
沖
縄
小
説
集
」
）
の
組
踊
台
本
が
あ

る
が
、
い
ず
れ
に
も
典
拠
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
宮
良
営
壮
所
蔵
本
の
組
踊
集
は
、
表
紙
に
「
明
治
四
十
年
六
月
以
降
／
組
踊
銘
苅
子

記
／
東
洋
生
宮
良
」
と
あ
っ
て
、
「
銘
苅
子
」
「
忠
臣
身
替
之
巻
（
一
名
八
重
瀬
万
才
）
」
「
二
山
和
睦
」
「
姉
妹
敵
討
」
「
賢
母
三
遷

之
巻
」
の
五
組
を
お
さ
め
て
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
典
拠
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

考
え
ら
れ
る
。

五
、
お
わ
り
に

新
聞
台
本
か
ら
二
十
二
年
後
に
伊
波
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
間
に
伊
波
は
他
の
台
本
に
も
目
を
と
お
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
ら
の
台
本
（
伊
波
の
い
う
「
二
三
異
本
」
）
を
比
較
検
討
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
体
裁
の
台
本
を
目
指
し
た
結
果
、
伊
波
本
が
完

成
し
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
ど
の
写
本
か
ら
筆
写
し
た
と
い
う
典
拠
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と

あ
け
て
曲
名
を
書
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、
新
聞
台
本
は
歌
詞
の
後
に
括
弧
書
き
に
し
て
い
る
。
伊
波
本
に
付
さ
れ
て
い
る
句
読
点
が

新
聞
台
本
に
は
な
い
。
漢
字
の
当
て
方
も
両
者
に
異
同
が
認
め
ら
れ
る
。
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も
う
一
つ
は
、
筆
写
者
が
い
ず
れ
か
の
台
本
に
よ
っ
て
詞
章
を
暗
記
し
て
い
て
、
そ
の
記
憶
を
筆
写
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
た
と

え
ば
、
名
護
市
宮
里
区
に
お
い
て
は
、
村
踊
り
で
上
演
し
て
い
た
組
踊
台
本
を
沖
縄
戦
で
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
。
終
戦
直
後
に
比
嘉
慶

元
と
仲
村
宏
善
が
協
力
し
て
、
八
組
の
組
踊
台
本
を
見
事
に
作
成
し
た
。
そ
れ
は
比
嘉
と
仲
村
両
人
が
記
憶
し
て
い
た
台
本
で
あ
る
。

地
方
の
組
踊
の
場
合
、
宮
里
区
の
よ
う
に
組
踊
師
匠
た
ち
の
記
憶
を
も
と
に
し
て
作
成
さ
れ
た
台
本
が
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
れ
は
伝
承

文
芸
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
組
踊
台
本
は
、
一
方
で
は
伝
承
文
芸
と
し
て
記
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か

組
踊
の
台
本
に
つ
い
て
、
ど
の
台
本
を
書
写
し
た
の
か
が
分
か
ら
な
い
こ
と
、
書
写
年
代
が
不
明
で
あ
る
こ
と
、
台
本
間
の
系
統
関

係
が
明
ら
か
で
な
い
こ
と
、
台
本
間
の
異
同
が
あ
る
と
い
う
こ
と
等
々
は
ど
う
し
て
生
じ
る
の
か
。
そ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
考
察
し

一
つ
は
、
同
一
演
目
の
組
踊
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
台
本
を
手
元
に
置
い
て
そ
れ
ぞ
れ
を
比
較
検
討
し
、
筆
写
者
が
組
踊
演
者
や

研
究
者
に
と
っ
て
扱
い
や
す
い
よ
う
に
配
慮
し
た
、
つ
ま
り
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
新
た
な
台
本
を
作
成
し
た
の
で
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。

か
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
琉
球
芸
能
文
学
資
料
と
し
て
現
存
す
る
数
多
く
の
組
踊
台
本
が
、
原
本
と
ど
う
い
う
関
係
に
あ
る

か
を
厳
密
に
批
判
す
る
書
誌
学
的
研
究
が
、
か
な
り
困
難
を
き
わ
め
て
い
る
要
因
の
一
つ
が
そ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。

て
み
た
い
。

【
註
｝
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③
組
踊
詞
章
の
ロ
ー
マ
ナ
イ
ズ
の
初
出
は
、
一
八
九
九
（
明
治
三
十
三
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
言
語
単
雑
誌
』
第
一
巻
第
七
・
八
号
に

掲
載
さ
れ
た
岡
倉
由
三
郎
に
よ
る
「
銘
苅
子
」
で
あ
る
。

①
池
宮
正
治
「
組
歴

管
理
財
団
発
行
。

②
拙
論
「
組
踊
『
執
心
鐘
入
』
の
台
本
ｌ
伊
波
本
と
真
境
名
本
の
比
較
ｌ
」
「
沖
縄
文
化
』
第
四
十
三
巻
二
号
所
収
、
二
○
○
九
年
十
二
月
、

沖
縄
文
化
協
会
発
行
。

「
組
踊
と
は
」
『
首
里
城
普
及
書
「
御
冠
船
踊
ｌ
組
踊
と
舞
踊
ｌ
」
』
二
○
○
○
年
二
月
、
（
財
）
海
洋
博
覧
会
記
念
公
園
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